
平成 22 年
日本茅葺き文化協会設立記念  
第1 回 茅葺きフォーラム  

茅葺きの暮らしと生業

春光荘(平行政センター) ●総会・フォーラム

●情報交換会

●宿泊

春光荘(平行政センター)3階大ホール

春光荘(平行政センター)2階和室

相倉合掌集落内の民宿に分泊

趣 旨

会 場

住所：富山県南砺市下梨 2240 番地

TEL：0763-66-2131 

〒300-4212   茨城県つくば市神郡108
Phone/Fax   029－867－5829
URL   http://www.kayabun.or.jp
Mail   info@kayabun.or.jp 

6/26（土）

（日）

　　　

主催：一般社団法人日本茅葺き文化協会
共催：富山県南砺市

参 加 費

●資料費　会員 1,000円　一般2,000円
●情報交換費　3,000円　各地の飲み持ち込み大歓迎！
●宿泊費　 6,000円 （一泊朝食付き）
●見学会費　 1,500 円（昼食付き）

◎高岡駅南口から会場への送迎バス有（約1時間）
総会から出席する場合→11:0 0  発
フォーラムから出席する場合→12:0 0 発

総会・フォーラム
情報交換会

見学会　合掌集落、
茅葺き現場、茅場6/27

茅葺きの暮ら

　茅葺き民家は、暮らしの場であると同時に生業の
場でもありました。茅葺き民家では、家の真ん中に
囲炉裏をきり、土間にかまどを置いて、煮炊きをし、
暖をとってきました。その火で、家に籠る湿気を払
い、茅葺き屋根を燻して守ってきたのです。茅葺き
民家から囲炉裏やかまどが消えたことで、茅葺きの
暮らしは大きく変わりました。エアコンの暖房には
適さず、茅葺きの家は冬寒いという問題が生まれ、
湿気が籠り、燻されなくなった茅葺き屋根は、半分
の寿命しか持たないという声も聞かれます。このよ
うに、中で火を焚くことで機能していた茅葺きが、
その火を失ったことで今大きな問題を抱えています。
フォーラムの前半では、茅葺きに囲炉裏を復活する
楽しさと意義について語り合います。

　茅葺きは、家族や村人が協同で葺くという結いの
かたちが原点ですが、養蚕や畜産などの生業の発達
とともに、屋根葺きの仕事は職人に委ねるように変
わってきました。茅の材料も裏山で自ら集める方法
から、茅を購入するのが一般的になってきました。
これから茅葺きを維持し、復活する上で、職人の育
成と茅の安定供給は不可欠の課題です。それを専門
に担う茅葺きの産業が、地域的に展開されることが
ひとつの方法として考えられます。フォーラムの後
半では、茅葺きの地場産業の可能性と課題について
語り合います。

事前にお申し込み下さい（締切５／３１）

〒300-4212   茨城県つくば市神郡 108
Phone/Fax   029－867－5829
URL   http://www.kayabun.or.jp
Mail   info@kayabun.or.jp 

問合せ先 一般社団法人 日本茅葺き文化協会 事務局　    　〒300-4212　茨城県つくば市神郡108
電話／FAX　029(867)5829　メール info@kayabun.or.jp   http://www.kayabun.or.jp

＊自家用車は相倉口駐車場へ駐車して下さい



 申し込み書

開場、受付開始（春光荘（平行政センター）１階ホール　にて　）
設立総会

フォーラム「茅葺きの暮らしと生業」
開会挨拶　代表理事　｜安藤邦廣（筑波大学教授）　
　　　　　南砺市市長｜田中幹夫

開催地報告

第1 セッション「いろりを復活しよう」
座長　上野美帆（理事・(財)都市農山漁村交流活性化機構）
「いろりと食文化について」　　（調整中）
「いろりと五箇山文化について」 地元の方
「いろりと生活について」　　　 村上和子（岩手・茅葺き民家を残す会）
「茅葺きの燻蒸効果について」　 古海賢一（栃木・株式会社茅葺屋根保存協会）

ティータイム　情報交換

第2 セッション「茅葺きは地場産業になるか」

情報交換会（夕食兼情報交換会） 情報提供「麦わら葺きを復活しよう」西尾晴夫

�

相倉合掌造り集落集合
世界遺産相倉合掌造り集落、屋根葺き替え現場、茅場、菅沼合掌集落の見学
昼食（上平「合掌の里」）
解散　相倉駐車場～高岡駅へ

�
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6/26（土）

（日）

総会・フォーラム・情報交換会

見学会6/27

切り取り線
設立総会  ・  フォーラム　  　情報交換会　 ・  　宿泊　 ・  　見学会

【お名前】 【ご連絡先】

＊参加されるイベントに○を付けて下さい☞

プ
ロ
グ
ラ
ム

来賓祝辞　白川村村長｜谷口尚　

「行政の取り組み」南砺市教育委員会　
「相倉合掌造り集落」図書健裕｜相倉区長・世界遺産相倉合掌造り集落保存財団副理事長
「菅沼合掌造り集落」世界遺産菅沼合掌造り保存顕彰会

座長　米山淳一（理事・地域遺産プロデューサー）
「カリヤスの茅刈りと茅葺き　森林組合による取り組み」五箇山森林組合
「ヨシの生産販売とヨシ葺き」               山田雅史（京都・山城萱葺屋根工事）
「ススキの生産と販売」                        長田友和（静岡・有限会社富士勇和産業）
「根場いやしの里と上条集落の取り組み」石川重人（山梨・伝匠舎 株式会社石川工務所）
「茅葺き職人から事業所への展開」         中野誠　（京都・美山茅葺株式会社）
「南アフリカ共和国の茅葺き業」            田揚裕子（工学院大学大学院工学研究科）

17:40 閉会挨拶　理事　｜江面嗣人（岡山理科大学教授）

→FAX 029(867)5829　＊申込み締切　５月３１日（月）

（会員 1000円・一般2000円） (3000円）　　(一泊朝食付6000円）　　(昼食付　1500円）

＊交通手段いずれかに○を付けて下さい☞

＊確認のご連絡をしますのでFAXまたはE-mailを必ずご記入下さい。

自家用車　・　送迎バス（高岡駅11:00発・12:00発）
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